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 スピン流は物質中の電子角運動量の流れであり、電流のスピン版と考えるとわかりやすい。

スピン流の概念は、スピントロニクスや固体物理の新現象を開拓する強力な指導原理の役割を

果たしてきた（ただし保存流ではないので、理論的な扱いには注意を要する）。本講では、スピ

ン流の基礎概念を紹介からはじめ、逆スピンホール効果を用いたスピン流の標準的な測定方法 

[1]、固体中でスピン流の引き起こす様々な物性現象をレビューする。また、スピン流の緒現象

は、固体のスピン物性を調べる手法としても利用されるようになってきている。特に近年大幅

に進展したスピン流によるスピンダイナミクス測定技術の進展を紹介する。更に最近は、スピ

ン流の活躍の舞台は電子物性のみならず、ナノ機械運動、マイクロ流体力学など様々な系に広

がってきている。本講では、スピンゼーベック効果[2]やスピン流体発電等[3]のエネルギー変換

現象に焦点をあて、そのような広がりの一端も紹介したい。ここでは、（電流が各種自由度と電

荷のやりとりをして機能を発揮するように）磁気のダイナミクスや電子スピン流が固体中の

様々な回転自由度と角運動量のやりとりをすることで新しい機能を生み出しており、スピン流

の新しい利用原理を提示している。 

 

      

図１ スピン流の概念図        図２ スピン流体発電効果の概念図 
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